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r相模灘及付近表層堆積図｣

この図が一般の底質図とちがう点は単に粒度区分図にとどまらず

堆積物の形成順序の表現を試みていることである.砂質堆積物とその

沖合いに分布する泥質堆積物への一連の粒度変化を同一時期の堆積区

の固有の形成物と考えれば相模灘周辺海域の堆積物はその分布形態

から初期堆積物(1,500m以深に分布)中期堆積物(一500m～一1,500

mに分布)及び後期堆積物(大陸棚～一500m)の3期の形成期に区分

され深海域から浅海域への堆積区の移動で説明されるがその要因及

び地質学的時間については推論の域を出ていない.
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